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１ 目的 本研究は 2022 年２月２４日から

始まったロシアによるウクライナ侵攻から

ウクライナの国内における死傷者や農業の

被害を調べ上げ、市街地に残されている自

動車や被害あった農業用の土地をうまく利

用し、復興とビジネスを合わせた事業計画

を作ることが目的である。 

 

                          

２ ウクライナの現状 

国際連合人権高等弁務官事務所(OHCHR)

によると１月９日現在、ウクライナの死傷

者数は 18,096 人と発表された。農業にお

ける被害では報道特集で４月３０日に取り

上げた内容によると農地、倉庫や施設がミ

サイルの攻撃を受け、農業ができない土地

が出てきていると報じられた。また２０２

３年度のウクライナ農業科学アカデミーに

よる報告では、穀物５億ドル(500 億ド

ル)、破壊もしくは押収された倉庫と穀物

がさらに被害を受けた結果、穀物だけでも

被害総額 13 億ドル(1,722 億円)とデータが

でている 

 

                            

３ウクライナの復興とビジネス          

ウクライナでの復興とビジネスを合わせた

ものとして２つ考案しているものがある。 

まず一つ目は自動車工場の建設である。今

回の戦争で市街地には多くの車が乗り捨て

られており、まずそれらを可能な限り集め

ることから始め、そこから自動車関係の日

本技師とウクライナの学生を使って車を修

理し、そこから技術力をつけていきウクラ

イナ製の自動車を目的とした工場を作って

いくというプランである。もう一つは日本

から金属探査や土壌汚染対策できる道具を

持ち込み、土壌汚染の問題を解決させ、農

業を再開させ、収穫したものの一部を日本

に輸出させるプランである。 
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